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第４回蒲郡市まち・ひと・しごと創生推進協議会 会議録 

開催日時 令和７年２月１７日（月）１３時３０分から１５時まで 

開催場所 蒲郡市役所５階 庁議室 

出席者 

【蒲郡市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進協議会 委員】 

蒲郡商工会議所          専務理事   長瀬 克夫 

蒲郡市農業協同組合        代表理事専務 木村 秀昭 

蒲郡市漁業振興協議会       会長     小林 俊雄 

愛知工科大学           学長     大西 正敏 

蒲郡信用金庫           調査役    中村 梨絵 

蒲郡市総代連合会         会長     藤田 幸三 

がまごおり市民まちづくりセンター 代表     金子 哲三 

日本福祉大学           教授     吉村 輝彦 

蒲郡市小中学校 PTA 連絡協議会   副会長    上村 嘉幸 

（欠席） 

蒲郡市観光協会          理事     安藤 壽子 

連合愛知三河東地域協議会     事務局長   酒井 雅喜 

蒲郡市保育園父母の会連絡協議会         藤中 育世 

蒲郡市              副市長    大原 義文 

【事務局】 

企画部              部長     牧原 英治 

企画部              企画調整監  近藤 孝裕 

企画政策課            課長     小田 芳弘 

企画政策課            主事     吉本 正雄 

議 題 ・蒲郡市まち・ひと・しごと創生総合戦略 2025-2030 について 

会議資料 
資料１  蒲郡市まち・ひと・しごと創生総合戦略 2025-2030 
資料２  パブリックコメント結果一覧 

会議内容 

１ 蒲郡市まち・ひと・しごと創生総合戦略 2025-2030 

【事務局説明】 

総合戦略について説明 

【質疑応答】 

・何とか、海をもう少し豊かにして欲しいと思っております。 

・商品の単価を上げるというのは一番難しくて、流通コストが上がった

ので、消費者が求めやすい単価にすると、逆に今現場の単価が下がって

いる。 

・農業者の減少対策は、やはり農地を維持することが必要だと思います。 

・子育てを人に任せていきたいのかと感じてしまうのですけど、子育て

というのは自分で育てるものだと思っています。サービスがどんどん良

くなっていくと、何でも預けてしまえとなってしまう。そこら辺はどう

なのかなと少し感じるところがあります。 

・KPI などの数字だけが独り歩きするというのがよくある話なので、適
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切なのだろうかということは考える必要があるし、評価する際にも上が

ればよいというものではなく注意しなければいけない。 

・今回のパブリックコメントについて、意見は２人ということで、皆さ

ん、全然考えてないのかというような印象を受けました。それで、2 人

のご意見だけ反映して、作っていくというのも、どうなんだどうなのか

と思います。 

・皆さんのご意見が反映するような形で、ＤＸを使って、意見とかを出

していただくような形で、お願いしたいと思います。 

・子育て支援という点が、取り上げてもらえるというのは、大変うれし

く思うのですけど PTA 等にについて会長さんの選択とかあるのですけ

ど、本当にやってくれる方がいない。昔と大分変わってしまって、皆さ

ん地域として何かが大分薄れていると感じます。 

・パブリックコメントの回答で「一貫した子育て支援」というふうに記

載をいただいていのるのですけども、総合戦略の方を見ると、そう書か

れてないような感じがするので、例えば、この基本目標の冒頭のところ

に、「一貫した支援を目指します」とかにした方が、この方も納得はす

るのかなと思いました。 

・関係人口の KPI について、蒲郡市として東京の人を呼びたいのかとい

うところがあるので、蒲郡市として、どこの人を呼びたいのかというの

がもしあればそこを入れたほうがいいと思いますし、そういうのが特に

ないようでしたら東京都に絞らずに例えば 5 大都市とか幅を広げた方

が、いいのではないかなと思いました。 

・人間ドックについて、今月 110 人ぐらいが、将来 1000 人になるとす

ると、かなりの数をやっていかないといけない。受け入れ体制ができる

のかという点が心配です。 

・パブリックコメントの中の対応として、愛着の部分の調査について全

数のところじゃなくて特定の世代のところで見れなくもないのではな

いかなと思います。 

・また２３号バイパスが完成しますので、蒲郡市のアクセスがよくなる

と思います。そうすると、そういう人たちを呼び込むような政策を、と

るとか、或いは、がまごおりの不動産を、名古屋だとかで売るような、

そういう作戦を練った方がいいのではないかなと思っています。 

・蒲郡市は、同じような温泉とか持ってらっしゃる他市と比較して、イ

メージが湧くものが弱いのかなって思ったので、蒲郡は観光ができる場

所だよということを、もっとＰＲをして、本当に魅力ある町なのだと 

県外の方にどんどん伝える機会っていうのをふやしていっていただけ

ればと思います。 

・若い方の新しい目線で蒲郡のいいところ、新しいものがどんどん生ま

れてくのではないかなと思っています。 

・皆さんがいろんな人のライフスタイルに関わっていけるような動きっ

ていうのをしていかないと、皆さんが豊かになっていかないのかなとい

う感じはしました。 

 


